
437

現代宗教研究　第43号（2009.3）

　
《
発
表
趣
旨
》「
日
蓮
宗
友
好
団
体
」
の
立
正
佼
成
会
が
、
平
成
二
〇
年
三
月
の
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
で
、「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊

勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
の
方
針
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、「
共
存
関
係
の
解
消
宣
言
」
な
の
か
。
立
正
佼
成
会
に
比
べ
て
日
蓮
宗
は
、

布
教
拠
点
数
は
九
倍
、
教
師
数
は
一
〇
分
の
一
、
信
者
数
は
ほ
ぼ
同
じ
。
出
家
主
義
日
蓮
宗
、
在
家
主
義
立
正
佼
成
会
、
と
対
照
的
な
が

ら
、
寺
離
れ
、
法
座
離
れ
の
悩
み
は
同
じ
。
開
宗
七
五
六
年
の
日
蓮
主
義
伝
統
教
団
日
蓮
宗
、
創
立
七
〇
年
の
法
華
経
主
義
新
興
教
団
立

正
佼
成
会
。
両
者
の
対
比
は
、
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
上
の
示
唆
に
富
む
。

　

※ 

以
下
文
中
、
ｔ
・
ｊ
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ｔ
＝
週
刊
仏
教
タ
イ
ム
ス
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
一
三
日
付
記
事
、
ｊ
＝

文
化
時
報
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月
九
日
付
記
事
の
引
用
で
あ
る
。

「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
方
針
発
表
」
は
初
め
て

　
　

ｔ 「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
は
、「
創
立
七
〇
周
年
七
つ
の
取
り
組
み
」
の
第
一
番
。

の
意
味
す
る
も
の
は
な
に
か
。
立
正
佼
成
会
は
、

第
九
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

立
正
佼
成
会
の
全
会
員
本
尊
勧
請
方
針
発
表
に
つ
い
て

伊　

藤　

立　

教
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ｔ
創
立
（
一
九
三
八
│
昭
一
三
）
か
ら
二
〇
年
ご
と
に
意
義
付
け
。

　
　
　

創
立
か
ら
長
沼
妙
佼
（
な
が
ぬ
ま
み
ょ
う
こ
う
、
一
八
八
九
〜
一
九
五
七
）
脇
祖
遷
化
ま
で
を
「
方
便
教
化
の
時
代
」

　
　
　

本
尊
が
確
立
し
た
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
か
ら
を
「
真
実
顕
現
の
時
代
」

　
　
　
　

創
立
三
〇
周
年
の
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
主
と
し
て
幹
部
会
員
宅
に
ご
本
尊
勧
請

　
　
　

創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
る
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
か
ら
「
普
門
示
現
の
時
代
」

　
　
　
　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
二
代
目
庭
野
日
鑛
（
に
わ
の
に
ち
こ
う
、
一
九
三
八
〜
）
会
長
就
任

　
　
　
　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
会
長
後
継
に
庭
野
光
祥
（
に
わ
の
こ
う
し
ょ
う
、
一
九
六
八
〜
）
指
名

　
　
　

創
立
六
〇
周
年
の
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
に
総
合
目
標
「
一
人
ひ
と
り
の
心
田
を
耕
す
佼
成
会
」
を
掲
げ
る

　
　
　
　

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
庭
野
日
敬
（
に
わ
の
に
っ
き
ょ
う
、
一
九
〇
六
〜
一
九
九
九
）
開
祖
入
寂

と
い
う
歴
史
を
も
つ
が
、「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

「
ご
本
尊
お
よ
び
ご
法
号
」
を
全
会
員
が
勧
請
し
て
大
教
団
の
結
束
を
図
る
？

　
　
ｊ 

平
成
二
〇
年
三
月
五
日
の
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
で
、
国
内
二
三
九
教
会
と
海
外
二
教
会
、
お
よ
び
国
際
伝
道
本
部
直
轄
拠
点

に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
体
の
本
尊
と
法
号
を
授
与
。
今
後
、
教
会
ご
と
に
順
次
会
員
各
家
に
勧
請
。「
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
御
本

尊
勧
請
の
歓
び
、
有
難
さ
を
か
み
し
め
、
大
い
な
る
志
気
を
も
っ
て
布
教
伝
道
に
歩
み
だ
す
と
こ
ろ
に
新
生
『
立
正
佼
成
会
』
が

あ
る
」
と
基
本
方
針
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
渡
邊
恭
位
（
わ
た
な
べ
や
す
た
か
）
理
事
長
（
三
年
前
か
ら
布
教
本
部
長
）
が
、

　
　

ｔ 「
仏
教
の
世
界
観
を
根
底
に
お
い
て
斉
家
（
せ
い
か
、
家
庭
を
と
と
の
え
る
こ
と
）
を
中
心
に
地
域
社
会
か
ら
世
界
に
い
た
る
ま

で
布
教
伝
道
す
る
教
団
僧
伽
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
た
た
か
く
、
た
の
し
く
、
た
の
も
し
い
教
団
で
す
。
一
方
で
、
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会
員
一
人
ひ
と
り
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
。
仏
教
的
価
値
観
を
学
び
、
仏
性
礼
拝
を
行
ず
る
。
い
う
な
れ
ば
、『
合

掌
』
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
人
間
づ
く
り
で
す
。
つ
ま
り
個
人
と
全
体
を
生
か
し
た
僧
伽
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
全
家
庭
へ
の
ご
本
尊
・
ご
法
号
勧
請
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
対

（
つ
い
）
と
な
っ
て
会
員
の
信
仰
姿
勢
や
日
々
の
実
践
行
を
示
し
た
『
基
本
信
行
』
が
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
本
尊
の
勧
請
と
は
、

本
尊
を
礼
拝
の
対
象
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
仏
さ
ま
と
私
た
ち
が
一
体
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
他
人
に
感
謝
し
、
愚
痴
を
こ
ぼ
さ

な
い
人
間
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仏
教
の
目
的
は
成
仏
で
あ
り
ま
す
が
、
全
人
類
救
済
が
で
き
て
完
成
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
布
教
の
な
い
宗
教
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
立
正
佼
成
会
の
本
尊
は
久
遠
の
本
仏
で
あ
り
、
開
祖
・

脇
祖
が
師
匠
。」

と
言
っ
て
い
る
。

　

そ
う
、「
大
い
な
る
志
気
を
も
っ
て
布
教
伝
道
に
歩
み
だ
す
と
こ
ろ
に
新
生
『
立
正
佼
成
会
』
が
あ
る
」
の
で
あ
り
、「
布
教
の
な
い
宗

教
は
あ
り
ま
せ
ん
」
か
ら
、
創
立
七
〇
周
年
を
期
し
て
、
新
生
立
正
佼
成
会
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
庭
野
日
敬
開
祖
が
、

　
　

ｔ 「
信
仰
の
根
本
は
正
し
い
本
尊
帰
依
に
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
大
聖
堂
が
完
成
し
た
と
き
、
久
遠
本
仏
の
意
義
を
完
全
に
具
現
し
た

〈
久
遠
実
成
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
世
尊
〉
が
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
国
仏
教
史
上
に
も
例
を
み
な
い
人
類
救
済
の
悲
願
を

こ
め
た
本
仏
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。」

と
言
っ
た
よ
う
に
、「
信
仰
の
根
本
は
正
し
い
本
尊
帰
依
に
あ
り
ま
す
」
か
ら
、
立
正
佼
成
会
の
「
ご
本
尊
お
よ
び
ご
法
号
」
を
全
会
員

が
勧
請
し
て
大
教
団
の
結
束
を
図
ろ
う
、
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
の
形
態

　
「
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
の
形
態
│
ご
宝
前
（
立
正
佼
成
会
で
い
う
仏
壇
）
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ご
本
尊
・
ご
法
号
・
総
戒
名
あ
わ
せ
て
Ａ
四
判
横
長
サ
イ
ズ
。
中
央
に
〈
ご
本
尊
〉
額
装
宮
原
柳
僊
作
久
遠
実
成
大
恩
教
主
釈
迦
牟

尼
世
尊
絵
像
。
向
か
っ
て
右
側
に
〈
ご
法
号
〉
開
祖
日
敬
一
乗
大
師
札
・
脇
祖
妙
佼
慈
道
菩
薩
札
。
向
か
っ
て
左
側
に
〈
総
戒
名
〉

諦
生
院
法
道
慈
善
施
先
祖
○
○
家
徳
起
菩
提
心
札
・
○
○
家
宅
地
因
縁
精
霊
大
悲
生
所
善
義
起
菩
提
心
札
。
額
装
本
尊
は
本
部
か
ら

教
会
を
経
て
会
員
に
、
軸
装
本
尊
は
本
部
か
ら
直
接
会
員
に
渡
さ
れ
る
。（
別
図
参
照
）

　

 　

 《
従
来
の
本
尊
│
霊
友
会
本
尊
、
御
旗
本
尊
、
曼
荼
羅
本
尊
（
弘
安
四
年
）、
昭
和
三
三
年
本
尊
確
定
・
勧
請
宣
言
、
三
九
年
大
聖
堂

安
置
、
啓
示
に
よ
る
守
護
神
勧
請
は
平
成
一
九
年
で
終
了
》

日
蓮
聖
人
の
体
解
し
た
法
華
経
や
教
主
釈
尊
へ
の
信
仰
的
立
場
を
継
承
す
る
こ
と
を
否
定

　

こ
れ
ま
で
は
、「
葬
儀
法
事
は
菩
提
寺
で
、
日
常
信
仰
は
佼
成
会
で
」
と
《
共
存
》
方
針
で
あ
っ
た
が
、
ご
本
尊
を
入
れ
る
と
な
る
と
、

た
と
え
ば
日
蓮
宗
檀
信
徒
で
佼
成
会
会
員
で
も
あ
る
家
は
ど
う
す
る
の
か
。「
ご
本
尊
を
入
れ
る
こ
と
は
無
理
強
い
し
な
い
。
会
員
か
ら

希
望
が
あ
れ
ば
入
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
教
え
の
実
践
で
あ
っ
て
、
熱
心
な
会
員
に
意
義
を
解
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
」、
と
は
言
っ
て
い
る

が
、
す
で
に
立
正
佼
成
会
は
、
独
自
の
葬
儀
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
を
弘
め
た
先
師
の
ひ
と
り
で
、
立
正
佼
成
会

会
員
に
と
っ
て
の
師
匠
は
庭
野
日
敬
開
祖
と
長
沼
妙
佼
脇
祖
」
と
し
て
い
る
が
、
御
会
式
は
行
っ
て
い
る
。
立
正
佼
成
会
『
経
典
』
の
勧

請
文
・
回
向
文
に
は
、「
南
無
日
蓮
大
菩
薩
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
の
三
大
聖
地
と
し
て
、
印
度
・
霊
鷲
山
、
中
国
・
天
台
山
、

日
本
・
比
叡
山
を
あ
げ
て
い
る
が
、
身
延
山
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
『
日
蓮
宗
事
典
』（
昭
和
五
六
年
、
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
）
の
〈
立
正
佼
成
会
〉
項
は
、

　

 　

 

昭
和
三
三
年
一
月
五
日
に
「
久
遠
実
成
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
世
尊
」
が
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
の
体

解
し
た
法
華
経
や
教
主
釈
尊
へ
の
信
仰
的
立
場
を
継
承
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
法
華
・
日
蓮
系
の
教
団
と
し
て
の
特
色
を
法
華
経
信

27　伊藤.indd   44027　伊藤.indd   440 10.6.4   2:40:44 PM10.6.4   2:40:44 PM



441

立正佼成会の全会員本尊勧請方針発表について（伊藤）

奉
に
帰
一
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
日
蓮
聖
人
の
体
解
し
た
法
華
経
信
仰
な
ら
び
に
そ
の
教
主
釈
尊
へ
の
信
仰

か
ら
一
層
距
離
を
お
き
つ
つ
、
教
団
の
「
近
代
化
」
を
促
進
し
「
諸
宗
教
協
力
・
国
民
皆
信
仰
」
の
名
の
も
と
に
通
仏
教
的
色
彩
を

濃
厚
に
し
て
い
る
。

と
分
析
し
て
い
る
。

日
蓮
宗
は
建
物
に
よ
る
布
教
、
立
正
佼
成
会
は
人
間
に
よ
る
布
教

　

文
化
庁
の
『
宗
教
年
鑑
（
平
成
一
九
年
版
）』
に
よ
る
と
、

　
　

 

日
蓮
宗　

寺
院
四
六
三
六
、
教
会
三
〇
七
、
布
教
所
二
三
九
、
教
師
八
二
一
〇
（
男
七
二
一
五
、
女
九
九
五
）、

　
　
　
　
　
　

信
者
三
八
五
三
五
九
二

　
　

佼
成
会　

教
会
二
三
九
、
布
教
所
三
五
二
、
教
師
八
三
一
八
四
（
男
二
〇
〇
一
三
、
女
六
三
一
七
一
）、
信
者
四
二
八
八
四
六
六

　
『
宗
教
年
鑑
』
の
平
成
八
年
度
版
と
一
八
年
度
版
を
も
と
に
、
こ
の
一
〇
年
間
の
信
者
数
の
増
減
を
見
た
、「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
平

成
二
〇
年
一
月
一
二
日
新
春
号
記
事
「
信
者
増
加
は
三
分
の
一
！　

仏
教
宗
派
別
の
信
者
増
減
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、

　
　

日
蓮
宗　

六
・
七
％
増
加

　
　

佼
成
会　

二
四
・
六
％
減
少

と
な
っ
て
い
る
。（『
宗
教
年
鑑
』
の
デ
ー
タ
は
、
各
教
団
の
自
己
申
告
に
よ
る
。）

　

日
蓮
宗
は
、
布
教
拠
点
数
は
立
正
佼
成
会
の
約
九
倍
、
教
師
数
は
一
〇
分
の
一
。
つ
ま
り
、
日
蓮
宗
は
建
物
に
よ
る
布
教
、
立
正
佼
成

会
は
人
間
に
よ
る
布
教
と
、
対
照
的
で
あ
る
。
信
者
数
は
、
日
蓮
宗
は
増
加
傾
向
、
立
正
佼
成
会
は
減
少
傾
向
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
。
出

家
主
義
日
蓮
宗
、
在
家
主
義
立
正
佼
成
会
、
と
対
照
的
な
が
ら
、
寺
離
れ
、
法
座
離
れ
の
悩
み
は
同
じ
。
開
宗
七
五
六
年
の
日
蓮
主
義
伝

統
教
団
日
蓮
宗
、
創
立
七
〇
年
の
法
華
経
主
義
新
興
教
団
立
正
佼
成
会
、
両
者
の
対
比
は
、
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
上
の
示
唆
に
富
む
。
会
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員
を
一
〇
人
以
上
増
や
し
た
者
を
教
師
（
女
性
が
男
性
の
三
倍
強
）
と
し
て
布
教
に
専
従
さ
せ
て
い
る
立
正
佼
成
会
の
体
制
は
、
信
者
が

信
者
を
増
や
す
「
講
」
の
伝
統
を
持
つ
日
蓮
宗
が
見
直
し
、
教
化
学
と
し
て
体
系
化
す
べ
き
で
あ
る
。

「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊
勧
請
お
よ
び
ご
法
号
勧
請
」
は
「
独
立
既
成
教
団
化
宣
言
」
か

　

立
正
佼
成
会
は
、
開
祖
在
世
中
に
第
二
代
会
長

を
就
任
さ
せ
、
第
三
代
会
長
も
指
名
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
の
「
全
会
員
へ
の
ご
本
尊
勧
請
お
よ

び
ご
法
号
勧
請
」
は
、「
独
立
既
成
教
団
化
宣
言
」

に
聞
こ
え
る
。「
日
蓮
宗
友
好
団
体
」
立
正
佼
成

会
の
動
き
か
ら
、
目
が
離
せ
な
い
。

《別図》
平成20年立正佼成会作成小冊子
「ようこそ立正佼成会　新しい会員のあなたへ」
10頁所載ご宝前写真
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